
 

【評価】A ：目標達成(90％以上)  B：概ね達成（70～89％）C：半分程度達成(50～69％) 

        D：未達成（1～49％）E：未着手（0％） 

平成２８年度経営発達支援計画評価表 

Ⅰ．経営発達支援事業の内容 

１．地域の経済動向調査に関すること【指針③】 目標 実績 実績概要 内部評価 委員評価 

 
(1)花巻市景況調査の実施 

市内小規模事業者の、経営実態、課題等を把握するために、「花巻市景況調

査」を実施する。調査は、製造業・建設業・卸売業・小売業・サービス業の５

業種から、業種構成比により割り当て、合計 100 社を抽出し、年 4 回実施する。

結果は、新聞、HP により公表するとともに関係機関と共有する。 

対象企業 

100 社 

 

100 社 経営指導員による巡回等により、

100 社に対し景況調査を四半期ご

とに行った。結果は新聞、HP、関

係機関に公表した。 

A A 

調査回数 

4 回 

 

4 回 
A 

A 
(HP への掲載
漏れが見られ
る。改善された

い) 

(2)花巻市中心市街地通行量及び交通量調査の実施 

  市内 18 カ所の日曜日・月曜日 2 日間の通行量及び交通量を年 1 回調査し、

観光・商業・サービス業振興施策の基礎データ、及び企業の経営計画策定に活

用する。結果は会報、HP 等で公表する。 

調査回数 

(公表) 

1 回 

1 回 

調査会社への業務委託により 7月 3

日(日)4 日(月)の二日間実施した。 

結果は、HP による公表、市への提

供を行った。 

A 

A 
(HP への掲載
漏れが見られ
る。改善された

い) 

(3)市内金融機関との情報交換会の実施 

  市主催で行われている金融機関との情報交換会等を通じ金融情勢からみた

経済状況の把握を行う。 

参加回数 

2 回 
3 回 

市主催の金融機関との情報交換会

に参加し情報の収集及び提供を行

った。 

B 

A 
(主催じゃない
とし B の内部
評価だが、情報
交換の実績に
変わりない) 

２．経営状況の分析に関すること【指針①】 目標 実績 実績概要 内部評価 委員評価 

 

(1) 窓口相談、巡回訪問、各種個別相談会等により、経営分析の対象となる小

規模事業者をピックアップし、売上、収益性、経営資源、無形資産、後継者等

の項目を中心に経営状況の把握を行う。 

接触会員 

700 社 

(見込) 

850 社 
通常の窓口、巡回相談、個別相談会

等で例年並みの会員接触件数とな

る見込みであるが、経営分析を積極

的に進めるに至らなかった。 

A A 

分析件数 

40 社 

分析数 

3 社 
D 

D 
(会員接触数の
割に分析数が
少ない。分析を
するための接
触を図られた

い) 

目標なし 
調査報告書

作成 

的確な支援を実施するため、会員小

規模事業者向けに経営実態、支援ニ

ーズに関する調査を実施した。(配

布 1200 回収 360) 

A A 



 

【評価】A ：目標達成(90％以上)  B：概ね達成（70～89％）C：半分程度達成(50～69％) 

        D：未達成（1～49％）E：未着手（0％） 

(2) 商工会議所、市内金融機関、市担当課、起業化支援センターによる市内経

営支援ネットワークを構築し、支援先となり得る意欲ある小規模事業者の情報

共有を行うことで、経営分析対象企業の掘り起しを行う。これにより経営分析

を行う。 

分析件数 

15 

分析数 

10 

市の地域イノベーション戦略事業

により市内経営支援機関協同で企

業の現状分析、経営計画作成支援を

行った。 

C C 

(3)地域の小規模事業者や若手経営者を対象とした、経営者としてのスキルアッ

プに資するセミナーを開催し、持続意欲、成長意欲がある経営者の掘り起しを

行い、セミナーを通じて自ら経営分析する能力向上支援を行う。 

セミナー 

参加者数 

30 人 

 

 

20 人 

経営スキルの向上を目指して経営

計画作成セミナーを初級編、中級編

各 1 回開催した。 

参加者の内、補助金申請予定者の現

状分析等を行った。 

C C 

分析数 

15 

 

5 
D D 

３．事業計画策定支援に関すること【指針②】 目標 実績 実績概要 内部評価 委員評価 

 (1)市内の企業経営に関わる支援機関等（商工会議所、市内金融機関、市担当課、

起業化支援センター）で支援ネットワークを構築し、互いの特性、能力を活か

した協力補完関係により支援力を高める。 

また、専門家との連携を強化し難度の高い相談に応じる体制を作る。 

計画策定 

事業者数 

5 

 

 

10 

市の地域イノベーション戦略事業

担当者会議により、市補助金申請に

必要な事業計画策定支援を行った。 

A A 

(2)経営スキルアップセミナー(再掲)を開催し、経営戦略の立案手法を学び、経

営計画策定の実践を行う。 

2－(3) 

に同じ 

2－(3) 

に同じ 

持続化補助金、ものづくり補助金の

申請に必要な経営計画策定のセミ

ナーを実施した。 

― ― 

(3)窓口相談、巡回相談の際に、現状に関するヒアリングと事業計画策定に対す

る啓発と、事業の持続化・発展に対する意識喚起を行い、事業計画策定を目指

す小規模事業者の掘り起しを行った上で、事業計画策定の支援を行う。 
計画策定 

事業者数 

40 

 

 

37 

経営計画作成の啓発を目的とした

積極的な窓口・巡回相談には至らな

かった。 

C C 

(4)事業計画策定を目指す小規模事業者の他、金融相談、国・県・市補助金の申

請時に事業計画の策定支援を行う。 

小規模事業者持続化補助金、ものづ

くり補助金、市の産業支援補助金の

申請に係る事業計画作成。 

融資申込に係る計画作成支援を行

った。 

A A 

(5)経営革新計画の策定、事業再生計画の策定等、高度な経営計画策定において

は、専門家による個別相談会の活用、ミラサポ、エキスパートバンクによる専

門家派遣により、事業計画策定支援を行う。 

計画策定 

事業者数 

5 

 

 

3 

毎月実施している経営個別相談会、

エキスパートバンクにより、専門家

による経営計画策定支援を行った。 

C C 

(6)花巻創業スクールの実施 
参加人数 

30 
0 

地域創業促進支援事業（中小企業

庁）の事業申請を行ったが不採択と

なった。 

E 

E 
(創業スクール
の採択要件、予
算が厳しくな
っているのは
承知している



 

【評価】A ：目標達成(90％以上)  B：概ね達成（70～89％）C：半分程度達成(50～69％) 

        D：未達成（1～49％）E：未着手（0％） 

が、創業支援の
次の手を打つ

べき) 

(7)創業個別相談会を年２回開催する。 
開催回数 

2 

 

4 

従来の経営なんでも相談会の経営

相談に創業相談も追記して周知を

行った。 

A A 

(8)創業希望者に対し、各種創業支援制度（補助金、融資）を斡旋し、創業のス

タートアップ支援を行う。新規出店者経営支援補助金(市)の斡旋においては、

申請支援を行うとともに、専門家によるフォローアップ支援を行う。 

支援数 

5 

(見込) 

   5 

中心市街地への出店希望者に対し

て、左記補助金の申請支援を行っ

た。 

また、新規出店者・過年度出店者に

対し専門家によるフォローアップ

支援を行った。 

A 

A 
(市が実施して
いる事業との
連携を図り実
績とされたい) 

(9)経営スキルアップセミナー等を通して、成長意欲のある経営者を発掘し、第

二創業（経営革新）支援を行う。 

支援数 

5 

経営革新支

援 

1 

青年部を中心とした若手経営者に

向けて 2－(3)の経営計画作成セミ

ナーの周知を行った。 

D 

D 
(経営革新の認
定によるメリ
ットをPRされ

たい) 

４．事業計画策定後の実施支援に関すること【指針②】 目標 実績 実績概要 内部評価 委員評価 

 (1)市内経営支援ネットワークによる支援（再掲） 
支援数 

5 

 

0 

ネットワーク活用による要支援案

件がなかった。 
E E 

(2)経営スキルアップセミナーの開催（再掲） 
2－(3) 

に同じ 

2－(3) 

に同じ 
 － ― 

(3)巡回・窓口相談による支援 

経営指導員・補助員等による巡回・窓口相談により、計画の進捗観察を定期

的に実施し、課題発生時のアドバイスや専門家派遣等による早期課題解決を支

援する。 

高度な支援課題は、内部（経営支援課＝伴走支援グループ）で情報共有し、適

切な支援策を検討しながら体系的に支援を行う。 

支援数 

40 

 

18 

金融支援、持続化補助金申請の際に

作成した事業計画の進捗観察、必要

に応じた実施支援を行った。 

D D 

(4)専門家の活用による計画の実施支援 

個別相談会

数 

14 

 

12 

 

法律・経営相談会 8 回、経営なんで

も相談会 4 回開催し、毎月専門家に

よる個別相談の対応ができる環境

となっている。 

B B 

支援数 

5 
2 D D 



 

【評価】A ：目標達成(90％以上)  B：概ね達成（70～89％）C：半分程度達成(50～69％) 

        D：未達成（1～49％）E：未着手（0％） 

(5) 創業計画に対する実施支援事業者数 
支援数 

5 
2 

市の空店舗補助金申請に係る経営

計画の実施支援を行った。 
C C 

５．需要動向調査に関すること【指針③】 目標 実績 実績概要 内部評価 委員評価 

 

(1)市内経営支援機関等（商工会議所、金融機関、市担当課、起業化支援センタ

ー）の連携による情報共有で、市内の小売・サービスの需要動向、建設関連の

需要動向、観光客の動向等の情報を収集する。 

 

(1)続き 

情報収集回

数 

12 

6 

イノベーション戦略事業担当者会

議 3 回、金融機関との懇談会 3 回に

て情報収集を行った。 

C 

C 
(会議、情報交
換会の実績だ
けでなく、日頃
他の支援機関
との情報交換
も記録し実績
とされたい) 

目標なし 

需要動向調

査 

2 種実施 

 

報告書 

作成 

①花巻東高校１，２年生世帯に対

し、消費動向調査を実施した。 

（配布 270 回収 239） 
A 

A 
(行った需要動
向調査の結果
は、HP 等で公
表されたい) 

(宿泊客だけで
なく日帰り客
の動向も調査
されたい) 

②観光客に対し観光動向調査を実

施した。 

（配布 300 回収 93） 

(2)産業新聞・業界専門誌、日経テレコン POS EYES や中小機構 J－Net21 の活用

等により、消費・購買動向、業界の需要動向等を調査し、売れ筋、死に筋、儲

け筋情報等の分析・把握を行う。また、家計調査年報、世帯数調査等より商圏

分析、市場規模分析等を行う。 

市場分析 

件数 

24 

11 
持続化補助金申請支援の一環で市

場データの提供を行った。 
D D 

RPT 提供 

件数 

10 

2 

市場分析等のレポートが必要な支

援案件はなかったが、TSR より取

引先情報のレポート提供を行った。 

D D 

６．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること【指針④】 目標 実績 実績概要 内部評価 委員評価 

(1)製造業者に対する販路拡大支援      

 

①いわて花巻ビジネスマッチング商談会、伊達な商談会、ビジネスマッチ東北

等の情報提供及び出展支援 

商談件数 

60 

成約目標 

40 

未検証 

商談会等の開催情報を関連企業に

FAX 等で情報提供を行った。 

ビジネスマッチ東北に経営指導員

1 名派遣した。 

E 

E 
(ビジネスマッ
チ東北の成約
件数は信金で
把握している
ので実績の提
供は可能) 

②工業製品系製造業の販路拡大に対し、いわて産業振興センターの「受発注あ

っせん情報」等を提供する。 

情報提供 

12 回 

成約目標 

― 未実施 E E 



 

【評価】A ：目標達成(90％以上)  B：概ね達成（70～89％）C：半分程度達成(50～69％) 

        D：未達成（1～49％）E：未着手（0％） 

２ 

③輸出を支援する機関と連携し、支援業務の活用やセミナー・商談会の情報提

供をする。 
①に含む ― 未実施 E E 

④商談力向上セミナーの開催 
開催回数 

1 

1 回開催 

9 名参加 

10/28 商談力向上セミナーを実施。

営業力、商品力、提案力強化のポイ

ントを学んだ。 

B 

A 
(目標が開催回
数であり、達成

している) 

⑤出展の出店環境整備 

  出展する費用の調達支援のため、市の産業支援施策や小規模事業者持続化補

助金の活用提案を行う。 

3－(4) ― 
（出展費用調達のための補助金申

請なし） 
― 

(ビジネスマッ
チ東北出展者
は市の補助金
を活用した事
業所もある。支
援機関として
一緒に取り組
んでいるので
実績にしてよ

い) 

(2) 小売・卸・サービス業者に対する販路拡大支援      

 

①ＩＴ活用による販路拡大セミナーの開催 

参加者 

20 

取引件数 

360 

1 回開催 

11 名参加 

取引 

未検証 

2/24IT 気づきセミナーを開催。 

インターネットの利用動向を学ん

だうえで、マーケティング等戦略的

活用の重要性を研修。 

B 

B 
(伴走型支援で
あるから、セミ
ナー後アンケ
ートを取るな
どしてフォロ
ーアップにつ
なげる取り組
みをされたい) 

②商工会議所の情報発信ツールの活用 

ⅰ．会報による企業情報の発信 

ⅱ．ホームページによる企業情報の発信 

ⅲ．ＣＡＴＶによる企業情報の発信 

ⅳ．コミュニティーＦＭでの企業情報の発信 

企業情報発

信数 

110 

87 

以下企業情報の発信を行った。 

会報(会員紹介)12 

HP 会員リンク 38 

CATV 会員紹介 11 

FM 会員紹介 26 

B B 

③他団体情報発信ツールの活用 

観光協会等の他団体情報ツールへの情報掲載 
― ― 未実施 E E 



 

【評価】A ：目標達成(90％以上)  B：概ね達成（70～89％）C：半分程度達成(50～69％) 

        D：未達成（1～49％）E：未着手（0％） 

④イベントによる企業情報の発信 

  花巻まつり特産品フェアでの販売促進 

出店数 

100 

入場者数 

39,000 

売上目標 

2,350 万 

出店数 

入場者 

売上 

花巻まつり開催に合わせ、特産品フ

ェアを 3 日間開催した。 

来場者アンケートを実施し、買物動

向、ニーズ調査を行った。 

B B 

Ⅱ．地域の活性化に資する取り組み 

１．県央広域観光エリアの開発     目標 実績 実績概要 内部評価 委員評価 

 
「賢治・星めぐりの街づくり推進事業」を土台として、花巻～遠野～釜石～大

槌を結ぶ広域観光ルート「日本メルヘン街道」と名付けて、広域観光エリアの

提案をする。 

観光客数 

460 万人 
未検証 宮沢賢治生誕 120 年記念事業にあ

たり、賢治星めぐりのガイドブック

(100 円)を販売し情報発信を行っ

た。 

E E 

会議開催 

5 
未実施 E E 

２．新しい「食」の取り組みによる中心市街地活性化事業 目標 実績 実績概要 内部評価 委員評価 

 

(1)ひえカレーを当市の新たなご当地グルメとしてブランド化するためにＰＲ

の強化を図る。 

(2)ひえカレールウを使った新たな料理・商品開発を支援し、提供商品数、提供

店数の拡大を図る。 

商品数 

60 
37 

ひえカレーのブランド化に向けて

次の事業を実施した。 

(1)広報宣伝事業 

リーフ製作、ひえカレー給食等 

(2)誘客販促事業 

  販促品開発、LINE スタンプ 

(3)商品拡大事業 

  店舗、商品拡大 

C C 

提供店数 

45 
29 C C 

３．地域経済循環「はなまき小判」発行事業 目標 実績 実績概要 内部評価 委員評価 

 
地域商品券「はなまき小判」を発行し、域内商業・サービス業の売上拡大を図

る。 

登録店 

300 
314 

28/10/24 から「はなまき小判」 

8 万枚を販売。2 日間で完売した。 

A A 

販売枚数 

55,000 枚 
80,000 枚 A A 

４．地域活性化イベントへの取り組み 目標 実績 実績概要 内部評価 委員評価 

 ①どでびっくり市の開催（２回開催） 
出店数 

40 
39 上町商店街において 5/29、10/16 A A 



 

【評価】A ：目標達成(90％以上)  B：概ね達成（70～89％）C：半分程度達成(50～69％) 

        D：未達成（1～49％）E：未着手（0％） 

来場者数 

14,000 
15,000 

2 回開催した。 
A A 

 

②宿場の雛まつりの開催 
入場者数 

14,000 
実施中 

2/24～3/5 大迫・宿場の雛まつりを

開催した。 
A A 

Ⅲ、経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組み 

１．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること 実績概要 内部評価 委員評価 

 (1) 市内経営支援ネットワークにより、支援メニュー、支援手法等の情報交換を行うととも

に、互いの特性、能力を活かして支援の協力補完関係を作り出すことで、支援力強化を図

る。 

市の地域イノベーション戦略事業担当者会議に

て協調支援体制が確立した。 
C A 

(2)岩手県内の商工会議所における「経営指導員会議」や「相談所長会議」、「指導課長会議」

等で、支援のノウハウ、支援の現状、支援上の課題等について情報交換する。 

会議終了後の朝礼や復命書の回覧により、会議

内容の情報共有している。 
A A 

(3)岩手県よろず支援拠点等への支援要請等の際は、支援担当者が同行し、資金調達、経営

革新計画策定、財務立て直し支援など高度な支援ノウハウ・支援テクニック等の収集及び

情報交換を図る。 

よろず支援拠点の活用は、平成 28 年度延べ 3

回行っており、全て支援担当者が同行し、課題・

解決策等の共有を図っている。 

C 

C 
(信金でよろず
支援拠点合同
相談会を実施
している。連携
して実施する
ことで実績と

なる) 

(4)岩手県や政府系金融機関、いわて産業振興センター等の支援機関との連携により、小規

模事業者の経営計画策定及び実施支援に際し、各機関が持つ有益な情報の収集・交換を行

い、支援ノウハウの習得をする。 

日本政策金融公庫の定例相談日やなんでも相談

会等の機会を捉え情報交換を行っている。 

日本公庫担当者を招聘し、マル経融資の勉強会

を行った。 

B B 

(5)市内金融機関との情報交換会等を通じ、市内経済動向の共有、資金需要の動向、支援の

現状、支援ノウハウ（資金調達・資金管理）、その他金融情勢からみた経営支援に関する情

報の交換を図る。 

市が開催した金融機関との懇談会に参加し情報

交換を行った。（3 回） 
C 

A 
(金融機関との
情報交換に 3
回出席してい
れば目標達成
と考えてよい) 

２．経営指導員等の資質向上等に関すること 実績概要 内部評価 委員評価 



 

【評価】A ：目標達成(90％以上)  B：概ね達成（70～89％）C：半分程度達成(50～69％) 

        D：未達成（1～49％）E：未着手（0％） 

 
(1)日本商工会議所の各種研修への積極的参加、中小企業大学校で開催される研修に経営指

導員が年 1 回以上参加する他、当所主催セミナー等へ参加し、小規模事業者の売上拡大、

利益確保を重視した支援力の向上を図る。 

経営指導員・補助員の義務研修の他以下の研修

等へ派遣した。 

日商支援担当者研修 4、中小機構研修 2  

中小企業大学校短期コース 2    その他 2 

A A 

(2)専門家派遣の際、専門家に同行し、指導・助言内容、支援ノウハウを学ぶことで、伴走

型の支援能力向上を図る。 

エキスパートバンク、ミラサポの専門家派遣に

は支援担当者が同行している。 
B B 

(3)経営指導員会議を 2 カ月に 1 回開催し、支援実績・支援事例等の共有を行い、組織とし

てのノウハウ蓄積を図る。また、当会議に合わせ、外部・内部講師による経営指導員対象

の支援力向上に資する研修を開催し、支援力の底上げを図る。 

経営指導員会議は経営発達支援計画を共有する

ために 1 回のみ開催した。 

定例化未達成、内部研修は未実施。 

E 

A 
(定例化未達成
であっても、各
種打合せが行
われている点

を評価) 
(日にち曜日等
を固定して定
例化に向けた
工夫をされた

い) 

３．事業の評価及び見直しをするための仕組み関すること 実績概要 内部評価 委員評価 

 (1)行政・有資格専門家等の外部有識者による評価会議を開催し、事業の実施状況、成果の

評価、改善提案を行い、その結果を会頭へ報告する。 
年度終盤に 1 回開催。 A A 

(2)評価・見直しの方針は、総務企業委員会の審議を経て会頭が決定する。  A A 

(3)事業の成果・評価・見直しの結果については、当所常議員会へ報告し承認を受ける。  A A 

(4)事業の成果・評価・見直しの結果を当所のホームページで計画期間中公表する。  A A 

まとめ 

・各支援機関と連携をして効率良く進めることで地域の方々のためになって行く。 

・市、金融機関、会議所、どこが主催とか関係なくタイアップして情報共有しながら進めることが良い。 

・経営支援ネットワークでの情報共有を上手くすることで有益な情報確保や計画実施に繋がると思う。この計画では伴走型の支援の実績が見えづらい。スタート

アップ支援からフォローアップ支援までの成功例が１社でも出来るように努めて欲しい。 

・未検証、未実施がないよう努力されたい。ステージ別支援スキームを基にスタートアップ支援から経営評価まで出来るよう目標として欲しい。 

・会員との接触、会議での情報交換などの記録等しっかりと残し、実績に繋げて行く。 



 

【評価】A ：目標達成(90％以上)  B：概ね達成（70～89％）C：半分程度達成(50～69％) 

        D：未達成（1～49％）E：未着手（0％） 

【経営発達支援計画実施体制】 

・中小企業相談所長が事業を総括し、全経営指導員（８名）で事業実施を行う。 

・実働グループのリーダーは経営支援課長とし、現場管理を行う。 

・定期的に経営指導員会議を行い、情報共有、意見交換、進捗確認を行い、効果的・効率的運営を行う。 

・支援ネットワークとの窓口は経営支援課長とし、全体会議・個別会議（個別経営サポート会議）で常に情報共有を行い、質の高い支援に努める。 

・支援案件の中で、補助員、記帳専任職員の得意な支援能力（労務、記帳経理、PC、各種共済等）を必要とする場合は、随時要請する。 

    

 ＜実施体制図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花巻商工会議所事務局全体の組織 

    理事・事務局長兼中小企業相談所長 １名 

    総務課                 ６名（経営指導員２名、補助員１名、記帳専任職員１名、臨時２名） 

    企画振興課               ４名（経営指導員１名、補助員 1名、記帳専任職員１名、嘱託 1名） 

    経営支援課                ３名（経営指導員２名、記帳専任職員１名） 

    大迫支所                ３名（経営指導員１名、記帳専任職員１名、嘱託１名） 

    石鳥谷支所               ４名（経営指導員１名、補助員１名、記帳専任職員 1名、嘱託１名） 

東和支所                ３名（経営指導員１名、嘱託１名、臨時１名） 

大迫支所 

経営指導員 

１名 

石鳥谷支所 

経営指導員 

１名 

東和支所 

経営指導員 

１名 

中小企業相談所長 

経営支援課長 

本所 

経営指導員 

５名(課長含) 

 

・調査企画、集計・分析 

・セミナー企画 

・創業相談会企画 

・支援ネットワークとの

連携 

・調査実施 

・伴走支援（経営分析・経営計画策定・第二創業・経営革新支援） 

・セミナーサポート 

花
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内 
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ク 

連携 


